
ND->RD,ND->TD,RD->TD方向回転Schmid因子
Schmid因子計算はND方向から計算される

引っ張りではTD方向やRD方向に引っ張る

ラウエカメラや極点図では、ＮＤ方向方位が求まる

引っ張りSchmid因子計算はNDに対しTD回転、RD回転で求める

測定時、RD方向取付は慎重に設定する

copper方位を例にBCCSchmidFactorCalcで手順を説明します。



{110}反射極点図から完全極点図４面を計算

ODF解析で｛112}<-1-11>が得られる

同一反射の確認を行う



Copper方位の回転

TD軸回転でRD方向

RTD軸回転でTD方向

ND->RD (112)->(111)

ND->TD (112)->(11０)

Schmid因子：RD方向は[111]から計算、TD方向は[110]から計算される



RD方向（TD軸回転）(uvw)<hkl>を得る TD方向（RD軸回転）(xxx)<uvw>を得る

RD (112)->(111)

TD (112)->(101)
TD軸

RD軸



RD(112)->(111): SF=0.314 TD(112)->(101): SF=0.471

Schmid因子計算



ND->RD ND->TD RD->TD

RD

RD

TD

ND

方位の回転



ND,SF=0.41
RD,SF=0.32 TD,SF=0.47

BCCSchmid因子ステレオ三角形からSchmid因子を読み取る



ND-＞RD(TD軸[-110]回転）の方位関係のまとめ

ND-＞RDではeuler角度Φが35,50,65,80,95,110,125と変化しているが
指数の整数化で(90 Φ 45)付近の値が得られている
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ND-＞TD(RD軸[-1-10]回転）の方位関係のまとめ
Triclinic Euler角度 Free Euler角度 Inverse角度
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回転状況(ND->TD,Triclinic)



回転状況(ND->RD,Triclinic)



回転状況(RD->TD,Triclinic)


	スライド 1: ND->RD,ND->TD,RD->TD方向回転Schmid因子
	スライド 2: {110}反射極点図から完全極点図４面を計算
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: ND-＞RD(TD軸[-110]回転）の方位関係のまとめ
	スライド 9: ND-＞TD(RD軸[-1-10]回転）の方位関係のまとめ
	スライド 10: 回転状況(ND->TD,Triclinic)
	スライド 11: 回転状況(ND->RD,Triclinic)
	スライド 12: 回転状況(RD->TD,Triclinic)

